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2012年度図書館主催展覧会報告
会　期：2013年3月22日（金）～ 5月22日（水）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
館蔵の古書、貴重書
の中には、肖像画や、
人物が描かれたさま
ざまな作品が収蔵さ
れている。それらの中
から選んだ古代から
近代までの作品を「忘
れがたき風貌」と題し
てご覧いただいたの
が2002年10月のこと
であった。本展はそ
れから 10 年以上の時
を経て、あらたに収
集した資料を中心に
より充実した内容で開催したものである。今回は近世の国
学者や洋学者、俳人、戯作者に対象を絞り込んだが、同一
人物を描いた複数の作品を並べて展示し、比較できるよう
にするなど、構成にも工夫を加えたことで、じゅうぶんに
観賞にたえるものとなったと自負している。
おもな出陳資料は以下のとおりである。
・小川破笠画　松尾芭蕉肖像　（絹本彩色）
・渡辺崋山原画　大空武左衛門肖像　（紙本彩色）
・杉田玄白自画賛　（絹本彩色）
・中丸精十郎画　平賀源内肖像　（油彩）
・小林清親画　古代模様　紫式部　（錦絵）
一口に肖像画と言っても、その描き方はさまざまであ
る。もちろん写真ではないので、その人の姿そのままで
はないが、特に描かれた人物と描き手の関係が近いとき、
確かにこんな感じの人だったのかもしれないと思わせる
作品となっている。また、同じ人物でも描き方一つで随
分と違った印象になることもあり、来場者にはそれぞれ
の見方で楽しんでいただけたと思う。
大学図書館の役割、それは資料を通じて研究、教育に
いかに貢献してゆくかということに尽きよう。そのなか
でも展覧会は早稲田大学図書館にしかない資料を広く
知っていただく機会であり、同時にそれにかかわる図書
館員にとっては資料の調査、解説の作成といった業務を
通じて多くの事を学ぶ場でもある。今後もそうした重要
な役割を果してゆかなくてはならない。
会　期：2012年11月７日（水）～ 12月19日（水）
会　場：総合学術情報センター 2階展示室
図書館には毎年数
多くの資料が収蔵さ
れる。それらのほと
んどが一般の開架ス
ペ ー ス に 排 架 さ れ、
利用に供されている
が、古書、貴重書と
されるものについて
は古典籍総合データ
ベースを通して画像
をご覧いただくこと
はあっても、現物と
接する機会はあまり
ない。図書館ではあ
らたに収蔵した貴重な資料について多くの方々に知って
いただくべく数年に一度新収資料展を開催しているが、
今回は、前回（2005年）から数えて7年ぶりの開催となっ
た。少し間が空いてしまったが、その分充実した内容を
楽しんでいただけたことと思う。
おもな出陳資料は以下のとおりである。
・伝西行筆源氏集切（紙本墨書）
・歌川国輝画　古今珍物集覧（錦絵）
・近行遠通撰・菱川師宣画　江戸雀（版本）
・淡島寒月画・會津八一賛　蛙図（紙本淡彩）
・水野葉舟歌幅（紙本墨書）
・「はちかづき」版木
・時祷書（彩色写本・ヴェラム）
古書、貴重書の収集手段としては、既存のコレクショ
ンとの関係に配慮しつつ新たに購入するケースもあるが、
有志の方々からご寄贈いただくこともまた多い。図書館
では、ご寄贈くださる方の「自分たちがしっかりと守っ
てきた資料を末永く保存し、広く公開してほしい」という
強い思いに応えるべく、すべての資料が後世に伝えるべ
き文化財であると同時に、現在の研究者のための活きた
資料であると考え、整理、公開につとめている。今回出
陳した資料の中にも寄贈されたものが多く含まれていた。
今後寄贈していただく資料についても、折を見て、展覧
会などを通して皆さんにご覧いただく機会を設けてゆき
たいと考えている。
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